
リークされたメモが、イラク戦争のブレアとブッシュの

“血の密約”を明かす 

 

【訳者注】終末（すなわち大転換期）には一切の隠し事ができなくなる、と言った宗教指導

者がいる。「天網恢恢疎にして漏らさず」（天の悪人を捕える網は粗いようだが、決して漏ら

すことはない）という中国古典の言葉もある。米政府の Classified（極秘）の文書が次々と

Unclassified（極秘解除）になっていくのも不思議で、これはその貴重な一つである。トニ

ー・ブレアとブッシュ（息子）の間に何かよからぬ秘密があると考えられていたが、それを

裏付ける動かぬ証拠が現れた。 

   「ブレアは、イギリスが外交取引の正直さで、長年かかって築き上げてきた国際的評判を、

馬鹿にするように、ブッシュの悪だくみに対する世界の非難から、ブッシュをかばうための、

盾として利用して満足していたのだ。」（p. 7）この文章から終わりまでが、この論文の結論

になっている。 

   読者のコメントでトップにあがっている次の評言も、簡潔な、すぐれた要約である――

「ブレアは、人類に対して罪を犯した戦争犯罪人としても、英政府と英国民に対する裏切り

者としても暴露されている。」 

   この同じトニー・ブレアが、子供の人権団体「セイブ・ザ・チルドレン」から表彰される

という途方もないことが起こり、このときばかりは抗議が殺到して、謝罪が行われたことは、

読者はすでにご存じであろう。 

 

 

リークされたホワイトハウスのメモが、2002 年の米大統領との会談で、前英首相が戦争を

勧めていたことを明らかにした。 

 

これら爆弾ドキュメントは、ブレアが、ブッシュのためにスピンドクター（物語操作役）を

つとめ、ブッシュは「英は我々のリードに従う」確約を得たことを示している。 

 

公的には、ブレアは、あくまで外交的解決を求めると言っていた――e メールの暴露事実

とは裏腹に。 

 

米法廷の命令でヒラリー・クリントンが公開した資料によって、新しい光がブッシュ‐ブレ

ア関係に当てられた。 
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爆弾ホワイトハウス・メモが、イラク戦争をめぐる、トニー・ブレアとジョージ・ブッシュ

の交わした“血の密約”の詳細を、初めて明らかにした。 

 

このセンセーショナルなリークは、ブレアが、侵略の始まる 1年前に、戦争を積極的に支持

する無条件の約束をしていたことを示している。 

 

これは、その当時、危機に対して外交的解決を求めていると言っていた首相の公言を、完全

に裏切るものである。 

 

彼は有権者たちに「我々は軍事行動を考えていない」と言っていたが、これは、秘密の eメ

ールが現在明らかにしているものとは、完全に矛盾する。 

 

文書の全体を読むには、スクロールダウンして下さい 

 

この極秘文書はまた、ブレアが、大統領のために栄誉あるスピンドクターを務める合意をし、

サダムが大量破壊兵器をもっているという作り話を、疑い深い公衆に納得させる「宣伝戦線」

を張ったことを暴露している。 

 

その見返りに、大統領はブレアのエゴを持ち上げ、英は米のプードルでなく、「特別の関係

にある」対等のパートナーだという印象を与えようとした。 

 

国務長官コリン・パウエルからジョージ・ブッシュ大統領に手渡された、この忌まわしいメ

モは、2002 年 3 月 28 日、テキサス州クローフォード牧場での、ブッシュとブレアとの会

談の 1週間前に書かれた。 

 



その中でパウエルは、ブッシュに、ブレアが軍事行動の件で「我々の所へ来る」と言ってお

り、大統領に対し、「英が我々のリードに従う」のは確実だと言っている。 

 

この暴露が、Sir John Chilcotのイラク戦争への尋問の再開につながるのは確実である――

彼が、思われている通り、パウエル・メモを見ていないのなら。 

 

同じ出所からのもう一つの爆弾メモは、また、いかにブッシュが、労働党内部で“スパイ”

を使い、イギリスの世論を戦争支持へと導こうとしたかを、明らかにしている。 

 

ザ・メールが日曜日に手に入れたこの文書は、民主党大統領選候補のヒラリー・クリントン

の私的なサーバーに保管されていた、ひと包みの秘密の eメールの一部で、米法廷がこれを

公開するよう強制したものである。 

 

以前の保守党のシャドー内務大臣 David Davisはこう言った―― 

 

「このメモは明瞭な言葉で、我々の多くがずっと考えていたことを証明している。トニー・

ブレアが、アメリカの外交政策の看板役として行動することを、下院や英内閣のどんな決定

にも先立って、実質的に合意していたということだ。 

 

「彼は喜んでジョージ・ブッシュのイラク政策を洗浄してやり、イギリスの外交政策を他国

の下請け事業にした――現実にそれに影響を与える能力は全くないので。ではその見返り

は何だったか？ 

 

「それは、ジョージ・ブッシュが、ブレアは世界を舞台に活躍する役者であるとイギリスの

有権者に思わせること、アメリカ政府自身も驚いていると言うことだった。」 

 

デイヴィスは、ブッシュ‐ブレア関係をよく知る、ある古参の外交官に支持されていて、そ

の人の言葉では――「このメモは、ブレアが、まだクローフォード牧場へ足を踏み入れる前

から、イラク戦争に積極的だったという事実を、疑いの余地なく、初めて明らかにするもの

です。」 

 

「これは米政府が、ブレアのイギリスでの立場を持ち上げる計画をし、特別の関係にある対

等のパートナーのように見せかけたことを示しています。 

 

「ブレアのスポークスマンが、昨晩、パウエルのメモは“その当時彼が公的に言っていたこ

とと一致する”と言っていました。」 



 

前英首相はこれまでずっと、2003 年３月 20 日に始まったこの戦争に乗り出すために、ク

ローフォードで、二人が血の密約をしたと言われていることを、熱烈に否定していた。 

 

パウエル文書は「秘密・・・大統領へのメモ」と題され、ブレアとブッシュが、クローフォ

ードの密室で、ひそかに戦争を企んでいた事実のふたを開けた。 

 

パウエルはブッシュに言っている――「彼はあなたのために、戦略的、戦術的な、宣伝前線

を張るつもりだ。それは、我々の共通の大義のために、地球的支持を強化するものだと考え

ている。」そして付け加えて、ブレアという男は、「国際的平和に対する、現在のイラクの脅

威について、もっともらしい宣伝をする」表現の能力をもっていると言っている。 

 

この会談から 5か月後、ダウニング街（英首相官邸）は、あの悪名高い、サダム・フセイン

の空想された大量破壊兵器に関する「運命まで 45分」文書を発表した。サダムが倒された

後、この文書の言っていたことはウソだったことがわかった。 

 

このメモのどこにも、好ましい選択肢として外交的手段はあげられていない。 

 

その代りに、パウエルは、国連安保理の“祝福”（承認）を求めるにはどうしたらよいか、

また我々は“後日”のこと、つまりサダム以後のイラクについては、十分な対処を考えてい

ると証明するにはどうすべきかは、ブレアが方法を教えてくれるだろうと言っている。 

 

この戦争の批判者たちは、戦後計画がなかったために、侵略以来、10 万人以上の人命が失

われ、権力の空白によってイスラム国のテロリズムが生まれたと言う。 

 

面白いことに、パウエルはブッシュに警告して、ブレアは「外交や安保政策において、あま

りにもアメリカ寄りであり、あまりにも傲慢で“大統領的”」なために、「国内騒乱」を引き

起こしたと言い、「イギリスの立場から言えば、褒められたことではない」と指摘している。 

 

パウエルはまた、ブレア内閣の亀裂が考えていたより深いと言い、…ブレアは「大きな問題

では我々につく」だろうが、彼が支払わねばならない「政治的代価」を最小限にしようとし

ている、「彼の選挙民は、本当に英と米が特別の関係で、同等のパートナーなのか、調べよ

うとするだろう」と言っている。 

 

大統領は確かに、クローフォード会談で、ブレアのエゴを持ち上げるのに最大の努力をし、

ブレアは２晩にもわたって、ブッシュの聖域に招待された最初の外国のリーダーだった。 



 

ブレア夫妻は、その娘や妻の母も一緒に、ゲストハウスに滞在した。ブッシュは、ブレアを

超特別扱いして、毎日の CIA ブリーフィングに立ち会わせたり、彼をピックアップ・トラ

ックに乗せて案内したりした。 

 

クローフォードで何が話し合われたのか、アドバイザーたちが２人の重要な会談からは締

め出されていたので、長い間、謎に包まれていた。 

 

駐米英大使としてクローフォードに随行していた Sir Christopher Meyerは、Chilcot尋問

に対し、自分が除かれていたということは、「どの程度までの、いわば集約が、クローフォ

ード牧場の血の盟約で実現したのか、今日にいたるまで全く知らない」ということだ、と説

明した。 

 

しかしブレアは、クローフォードにいたこの期間中の公的コメントで、英国は戦争への止め

られない道を進んでいることを否定しなかった。 

 

「これはあらゆるオプションを考えるべき問題だ」と彼は言った、「我々はこの時点で、軍

事行動を考えているのではない。」 

 

2010 年１月の Chilcot 尋問に出席したときには、ブレアは、サダムを倒すために、クロー

フォードでブッシュと密約を交わしたことを否定した。ブレアは、二人はイラクの独裁者に

立ち向かう必要があることに合意はしたが、「特定的な問題」には入って行かなかったと主

張した。 

 

「この立場は隠すようなものではありません。それはオープンな立場だった。これは嘘とか、

陰謀とか、詐欺とか、騙しではありません。それは決定です。私が言っていたことは、…

“我々はあなたと一緒になって、この脅威に立ち向かい、対処しなければならない”という

ことだった。」 

 

ブレア氏が、アメリカのプードルとして行動したと非難する人々は、パウエル氏のメモの中

の、ある事実を指摘するだろう――ブレア氏が、アフガニスタンに「1700 のコマンド（特

別奇襲部隊）を配備する、たとえ専門家が、英軍にそれは無理だと警告してもそうする、と

進んで約束した」事実である。 

 

（クリントン夫人が受け取っていた）この eメール束の中にあったもう一つの文書は、パウ

エルへの秘密のブリーフィングで、クローフォード会談の直前に、ロンドンの米大使館が用



意したものだった。 

 

「4月 2日」と日付のあるこのメモは、ブレアがアメリカの軍事行動を支援した場合、彼の

国内での立場がどうなるかを詳しく予想したものである。 

 

この文書はこう言っている――「かなり多くの彼（ブレア）の議員が、今のところイラクに

対する軍事行動に反対ですが、…中には、もしイラクが大量破壊兵器/ミサイルを開発して

いるという最近の（そして公的に使える）証拠があるなら、イラクの封じ込め政策から移行

した方がよいと言う者もあり…ほとんどは、軍事行動に対する何らかの国連の承認をほし

がっているようです。 

 

「ブレアの今直面する問題は、アメリカのイラク政策のタイミングと展開を判断して、彼の

党と英国民を引き込むことです。 

 

「より熱っぽい新聞には、イラク政策に関して労働党の騒乱が起ることを予想する、いくつ

かの記事があり…こうした論者は、ブレアの政党リーダーシップが問われる危険もあると

言っています。」 

 

この文書は、労働党の“スパイ”から与えられた情報に基づくものだが、それが誰であるか

は隠されている。 

 

「○○によると、この話を育てようとする者たちの意図は、ブレアを倒すことではなく、イ

ラク問題で彼を動かすことです。」 

 

「（軍事行動を支持する者は）もっと増えるでしょう、もし、イラクがそのような兵器を使

う意図を持っているという確実な証拠を見せられたら。サダムが９・11 攻撃とか、他の残

酷なテロ行動に関係しているなら、明らかに大多数が軍事行動を支持するでしょう。 

 

「ブレアは、政治的タイミングの素晴らしい判断力をもっていることが判明しました。彼は、

イラクに対する行動の支持キャンペーンを盛り上げる潮時について、特に注意しなければ

ならないでしょう。 

 

「彼はアメリカの政策に、あまり先んじても遅れてもいけないでしょう。…もし彼が長く待

ち過ぎると、我々が組んでやったという証拠のかなめ石が、きちんとはまらなくなります。

これこそ間違いなく、ブレアが大統領に会うときに、抜かりなく調整しようと計算している

ことです。」 



 

トニー・ブレアのあるスポークスマンは、「それは当時ブレアが公的に言っていたこととも、

また Chilcot尋問に提出されたブレアの証拠とも、一致しています」と言った。 

 

クリントン夫人もパウエル氏も、コメントを求められたが答えなかった。 

 

 

 

ブレアは、イギリスが外交取引の正直さで、長年かかって築き上げてきた国際的評判を、馬

鹿にするように、ブッシュの悪だくみに対する世界の非難から、ブッシュをかばうための、

盾として利用して満足していたのだ。 

 

このメモから判断すれば、ブレアは、米政府自身よりも前に、イラク戦争を積極的に支持し

ていたのである。人は信用せざるを得ないだろう。 

 

ブレアは帰国後、議員や有権者に、まだ外交的解決を求めていると言っていた。一方、コリ

ン・パウエルは、ブッシュ大統領にこう言っていた――「心配するな、ジョージ、トニーは

何があっても戦争をする気でいる。彼は君のために PRを受け持ってくれる。見返りに、彼

を偉い人にしてやったらどうだ。」 

 

決して忘れてならないことは、少なくとも 12万人の人々が、イラク戦争の直接の結果とし



て亡くなったことである。 

 

あまりにもショッキングなことは、この取引が行われた気軽さで、たとえばメモで「後日」

と言われているのは、サダムが倒された後、という意味である。 

 

この気軽な調子からこのゲームがわかってくる――確実に明らかなのは、ブッシュとブレ

アがクローフォードで会っているとき、「後日」について考えた者は誰もいなかったことだ。 

 

そして彼らは、その「後日」が約一年後にやってきて、サダムの銅像が倒される瞬間まで、

やはりそのことを考えてみもしなかった。 

 

我々が見たのは、イラクの悲劇的な、いわゆる de-Baathification（バース党の公職からの

追放）と、この国の民政・軍政構造の全面的崩壊、それに続く数年間の流血と混乱であった。

それは今日まで周辺諸国に影響を与えており、その真空状態にイスラム国が入ってきた。 

 

これは、我々みんなが目撃してきた、イラクの誰の目にもあきらかな証拠である。 

 

ブレア/ブッシュ・ホワイトハウス文書の全容――下の写真は、国務長官コリン・パウ

エルがジョージ・W・ブッシュに手渡したメモである。 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 


